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自筆証書遺言（見本）

「遺贈」の前に「包括」など
の文言を入れ、包括遺贈
の趣旨を明らかにする
ことをおすすめします。第三受遺者（相続人以外

の者が受遺者として財産を
受け取る）の場合、氏名の
みならず住所等により特定
することが必要です。



ご 参 考

財産を列挙せず、「全財産」のみとする場合の記載例は次の通りです。

全財産を
１人に
あげたい場合

相続人１人に
あげたい場合

第三者１人に
あげたい場合

私の全財産を妻〇〇〇〇に相続させる。

私の全財産を弟の妻〇〇〇〇に包括遺贈する。

相続人と第三者の両方にあげたいときでも、両者に対して包括遺贈するとするのが
簡明でわかりやすいでしょう（相続人に対して「遺贈する」こともできるため）。

全財産を
複数の人に割合で
あげたい場合

相続人数人に
あげたい場合
（相続分の指定）

第三者数人に
あげたい場合
（割合的包括遺贈）

私の全財産を妹Aと妹Bに各１/2ずつ相続させる。

私の全財産を友人Aと友人Bに各1/２ずつ包括遺贈する。

相続人と第三者に
あげたい場合

私の全財産を妹Aと友人Bに各1/２ずつ包括遺贈する。

表現として複雑になりますが、相続人には相続させ、
第三者には包括遺贈するというように書き分ける方法もあります。

私の全財産のうち1/２を妹Aに相続させ、1/２を友人Bに包括遺贈する。

事 例 記 載 例


